
支え合いの他　く馳⊆彦ム
「滋雛や厳を重ね雫も、蔑み慣れたさ等浮で蒐艶に楽し宅象らずために、

・・、三三㍉∴シ㍉了立＼－ご1しこ‾∴：

少子高齢化や核豪族化が進み、今住んでいる地域で住民同士の支え合い、助け合いがなお一層求められる

時代になってきました。しかし、r何から始めて良いのかわからない…」という方も多いのではないでしょうか。

rご近所同士の声掛けjやrお互いさまJといった窃豪雪と』た錮瞳羞沌バなど身近な取り組みや繋がりを広げ、

住民一人ひとりが必要とされ何らかの役割を担うr嚢混食鮎咽地域感電閻」について一掛こ考え、その仕組みづ

【日時】平成30年8月2日（木）13：30－16‥00（鞘13：00了㌻

【会場】サンウエルぬまづ4帽仁多日的ホールく沼津市日の出町ト15）

【定　員】300名（先着顧）
※駐車場に取りがありますので、乗り合わせまたは公共交通機関の利用にこ協力ください。

r沼津市の現状と課題」沼津市市民福祉帝長寿福祉課

最後塞習沼津市警薔愚啓窪め臆』


